
陶
淵
明
詩
に
お
け
る

「
園
田
」

は
じ
め
に

晋
・
宋
の
交
に
生
き
て
、
現
在
に
百
三
十
首
あ
ま
り
の
作
品
を
残

す
陶
淵
明
(
三
六
五
i

四
二
七
)
は
、
し
ば
し
ば
六
朝
文
学
史
の
中

で
、
特
兵
な
存
在
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
な
ぜ
陶
淵
明
の
み

が
、
当
時
の
文
学
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
存
在
で
あ
り

得
た
の
か
。

右
の
問
題
に
答
え
る
た
め
に
は
、
陶
淵
明
の
文
学
を
、
当
時
の
文

学
状
況
、
あ
る
い
は
も
っ
と
広
く
文
化
状
況
と
い
っ
た
も
の
の
中

で
、
と
ら
え
直
す
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
陶

淵
明
が
ど
の
よ
う
に
自
己
の
文
学
を
成
立
さ
せ
て
い
っ
た
の
か
、
ま

た
、
そ
れ
を
可
能
に
し
た
要
因
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
を
、
あ
る
程

度
倒
川
列
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
今
回
は
、
こ
う
し
た
作
業
の
一
環
と
し
て
、
陶
淵
明
の

「
問
問
」
に
つ
い
て
、
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。
陶
淵
明
が
居
を
構

の
位
相

坂

口

桔?

え
た
「
盟
田
」
に
つ
い
て
は
、
世
俗
的
な
都
市
か
ら
隔
絶
し
た
空
間

と
し
て
の
み
認
識
さ
れ
て
き
た
が
、
従
来
の
こ
う
し
た
認
識
に
は
、

も
う
一
方
の
面
が
見
落
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
当
時
の

文
化
状
況
と
の
か
か
わ
り
で
「
盟
国
」
を
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
い

ま
ま
で
閑
却
視
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
そ
の
面
に
も
、
光
を
あ
て
て
み

よ
う
と
い
う
の
が
、
こ
の
稿
の
自
的
で
あ
る
。

一
、
高
ま
る
「
山
水
」

へ
の
関
心
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と
こ
ろ
で
、
当
時
の
文
人
た
ち
の
文
化
活
動
の
中
心
は
、
い
っ
た

い
ど
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
京
師
を
中
心
と
し
た
都
市
に
あ

っ
た
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
と
同
じ
く

ら
い
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
う
わ
ま
る
ほ
ど
に
好
ま
れ
た
の
が
、
都
市

と
は
色
々
な
意
味
に
お
い
て
対

J

阪
的
な
場
所
と
思
わ
れ
る
山
紫
水
明

(
l
)
 

の
景
勝
地
、
即
ち
「
山
水
」
な
の
で
あ
っ
た
。
普
の
顧
慢
之
(
三
回

(
2
)
 

五
i
四

O
六
)
や
宋
の
宗
納
(
三
七
五
i
問
。
六
〉
の
伝
記
に
見



え
る
記
述
は
、
当
時
の
貴
族
た
ち
の
向
に
、
山
水
愛
好
の
気
風
が
い

か
に
浸
透
し
て
い
た
か
を
物
語
っ
て
い
て
興
味
深
い
。
あ
る
い
は
、

こ
れ
ら
の
人
々
の
山
水
画
が
も
て
は
や
さ
れ
た
こ
と
自
体
が
、
何
よ

り
も
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
。
ま
た
、
当
時
、
彩

(
3
)
 

し
い
数
の
一
助
詞
「
山
水
遊
記
」
か
れ
た
こ
と
も
、
そ
の
一
証
左

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
こ
こ
に
い
う
「
山
水
」
と
は
、
単
な
る
景
色
の
美
し
い

地
と
い
う
謂
い
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
ま
ず
何
よ
り
も
、
文
化
的
に

著
名
な
「
名
山
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
具
体
的
に
い
う
な

ら
ば
、
天
台
山
や
会
稽
田
川
辺
の
地
で
あ
り
、
鹿
山
や
衡
山
、
が
そ
れ
で

あ
っ
た
。
な
か
で
も
、
会
稽
と
櫨
山
は
、
当
時
に
あ
っ
て
、
最
も
人

々
の
関
心
を
集
め
て
い
た
「
山
水
」
で
あ
っ
た
。

会
稽
へ
の
人
々
の
関
心
が
、
ひ
と
き
わ
高
か
っ
た
こ
と
は
、
先
に

触
れ
た
『
背
番
』
「
顧
問
之
伝
」
に
よ
っ
て
も
伺
え
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
他
に
も
、
晋
の
謝
安
(
三
二

O
i
一
ニ
八
五
)
の
「
東
山
高
臥
一

(
4
)
 

の
故
事
や
、
苦
の
王
義
之
(
一
ニ

O
七
|
三
六
五
)
の
会
稽
山
陰
の
蔚

亭
で
の
宴
集
な
ど
は
、
そ
の
好
例
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
当

時
に
あ
っ
て
、
会
稽
が
文
化
活
動
の
一
大
中
心
地
の
観
を
な
し
て
い

た
こ
と
は
、
次
の
一
文
が
、
端
的
に
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。

命
日
稽
有
佳
山
水
。
名
士
多
居
之
。
謝
安
未
仕
時
亦
居
駕
。
孫
綜

@
李
充
・
許
拘
・
支
遁
等
皆
以
文
義
冠
世
。
並
築
室
東
土
、
輿

義
之
同
好
。
(
『
菅
者
一
国
』
巻
八
十
、
主
義
之
停
)

会
稽
に
佳
山
水
有
り
。
名
士
多
く
之
に
居
り
。
謝
安
未
だ
仕
へ

ざ
る
時
亦
た
江
戸
川
に
居
り
。
孫
紳
・
李
充
・
許
鈎
・
支
遁
等
皆
文

義
を
以
て
世
に
冠
た
り
。
並
び
に
室
を
東
土
に
築
き
、
義
之
と

好
み
を
同
じ
く
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
門
閥
貴
族
た
ち
と
は
別
に
、
会
稽
に
集
ま
っ
た
人

物
と
し
て
、
隠
者
と
呼
ば
れ
る
一
群
の
人
々
の
存
在
が
あ
げ
ら
れ

る
。
不
完
全
な
調
査
な
が
ら
、
豆
日
帯
一
一
日
』
お
よ
び
『
宋
書
』
の
「
隠

逸
伝
」
中
の
人
物
に
つ
い
て
見
る
と
、
い
く
つ
か
の
興
味
あ
る
事
実

が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
一
つ
は
、
「
名
山
(
の
下
)
に
居
り
」

と
い
う
記
述
に
し
ば
し
ば
ぶ
つ
か
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
そ
れ
ら

の
多
く
が
「
山
水
を
好
む
」
と
い
う
語
句
を
と
も
な
っ
て
表
れ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
次
に
、
若
干
の
例
を
掲
げ
よ
う
。

命
日
稽
刻
綜
多
名
山
。
故
世
居
刻
下
。
(
『
宋
童
ご
を
九
十
三
、
戸
際

逸
簿
・
戴
問
問
)

会
稽
の
刻
県
に
は
名
山
多
し
。
故
に
世
と
刻
下
に
居
り
。

家
貧
、
市
性
好
山
水
。
:
:
:
始
寧
沃
川
有
佳
山
水
。
弘
之
又
依

巌
築
室
。
(
『
宋
室
戸
一
一
巻
九
十
三
、
蕗
山
逸
惇
・
王
弘
之
)

家
貧
し
く
し
て
、
性
山
水
を
好
む
。
:
:
:
始
寧
の
沃
川
に
佳
山

水
有
り
。
弘
之
叉
巌
に
依
ハ
ノ
て
室
を
築
く
。

居
合
田
穣
刻
綜
、
性
好
山
水
、
毎
有
所
波
、
必
窮
其
幽
般
、
或
匂
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自
忘
蹄
。
(
『
宋
書
』
各
九
十
一
二
、
経
逸
惇
・
孔
淳
之
)

会
穫
の
刻
県
に
居
り
、
性
山
水
を
好
み
、
滋
ぶ
所
有
る
毎
に
、

必
ず
其
の
幽
般
を
窮
め
、
或
い
は
旬
日
帰
る
を
忘
る
。

隠
者
が
、
都
市
を
離
脱
し
て
山
林
へ
遁
逃
し
た
こ
と
は
、
伯
一
夷
e

叔
斉
以
来
、
十
日
い
歴
史
を
持
つ
。
そ
れ
は
、
都
市
の
権
力
や
箸
修
を

否
定
す
る
、
い
わ
ば
反
都
市
の
情
念
に
支
え
ら
れ
た
行
動
な
の
で
あ

っ
た
。
西
晋
ま
で
の
隠
者
も
、
恐
ら
く
そ
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
東
普
か
ら
宋
代
に
か
け
て
の
揺
者
は

ど
う
で
あ
っ
た
か
。
彼
ら
は
、
同
じ
く
都
市
を
離
脱
し
て
山
林
に
隠

棲
し
た
と
い
っ
て
も
、
そ
の
動
機
は
「
山
水
を
好
む
」
こ
と
に
あ
っ

た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
点
で
は
先
に
見
た
謝
安
や
王
義
之
た
ち
門
間

貴
族
と
、
基
本
的
に
は
変
わ
り
は
な
い
。
つ
ま
り
は
、
彼
ら
も
山
水

愛
好
の
気
風
に
取
り
込
ま
れ
た
存
在
な
の
で
あ
っ
た
。

晋
・
宋
の
山
水
愛
好
の
風
尚
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、
右
に
述
べ

た
門
閥
貴
族
や
隠
者
と
は
、
ま
た
少
々
性
格
を
異
に
し
た
集
団
の
存

在
が
自
に
つ
く
。
鹿
山
に
依
る
、
慧
遠
(
一
二
三
四

l
四
一
六
?
)
を

中
心
と
し
た
'
臼
蓮
社
の
人
々
が
そ
れ
で
あ
る
。
戒
律
を
重
ん
じ
、
都

市
の
腐
敗
し
た
仏
教
を
嫌
っ
て
艦
山
に
箆
も
っ
た
こ
の
結
社
は
、
世

俗
の
権
力
と
妥
協
し
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。
斡
一
応
遠
が
、
時
の
権
力
者

桓
玄
会
二
ハ
九
l

四

O
四
)
に
対
し
て
「
沙
門
不
敬
王
者
論
」
を
著

し
た
経
緯
は
、
そ
の
性
格
を
最
も
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
よ
う
。

一
初
一
決
氷
輔
政
、
以
沙
門
庭
敬
王
者
。
何
充
奏
不
磨
麓
。
及
元
在

姑
熟
、
復
申
氷
議
。
師
答
書
日
、
袈
裟
非
朝
宗
之
服
、
鉢
孟
非

廊
顧
之
器
。
塵
外
之
容
、
不
態
致
敬
王
者
。
乃
著
沙
門
不
敬
王

者
論
。
(
『
蓮
一
位
高
賢
俸
』
哲
一
忠
広
場
法
師
)

初
め
庚
氷
政
を
締
せ
し
と
き
、
以
へ
ら
く
沙
門
は
応
に
王
者
を

敬
す
べ
し
と
。
何
充
応
に
礼
す
べ
か
ら
ず
と
奏
す
。
一
克
(
1
玄
)

カ
さ

の
姑
熟
に
在
る
に
及
び
て
、
復
た
氷
の
議
を
申
ぬ
。
師
の
答
ふ

る
蓄
に
日
は
く
、
袈
裟
は
朝
宗
の
服
に
非
ず
、
鉢
孟
は
廊
一
騎
の

器
に
非
ず
。
塵
外
の
容
に
し
て
、
応
に
敬
を
王
者
に
致
す
べ
か

ら
ず
と
。
乃
ち
沙
門
不
敬
王
者
論
五
篇
を
著
す
。

こ
の
よ
う
に
、
反
権
力
的
・
反
都
市
的
な
性
格
を
持
つ
白
蓮
社
に

関
係
す
る
人
物
の
記
述
も
、
『
宋
書
』
「
穏
逸
伝
」
中
に
は
散
見
さ
れ

る
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
人
々
が
そ
れ
で
あ
る
。

周
綾
之
、
字
選
祖
、
:
:
:
入
鹿
山
事
沙
門
懇
慧
遠
。
時
彰
城
劉

遺
民
遁
迩
鹿
山
。
(
『
宋
設
問
』
巻
九
十
三
、
隠
逸
傍
・
用
績
之
)

周
続
之
、
字
は
道
祖
、
:
・
盛
山
に
入
り
て
沙
門
釈
惹
速
に
事
ふ
。

時
に
彰
城
の
劉
選
民
も
迩
を
鹿
山
に
遁
す
。

少
入
鑑
山
、
事
沙
門
樫
慧
遠
。
(
『
宋
積
一
回
』
巻
九
十
三
、
際
逸
停

・
雷
次
宗
)

少
く
し
て
盛
山
に
入
り
、
沙
門
釈
慧
遠
に
事
ふ
。

こ
の
他
に
も
、
嵐
山
に
っ
た
人
は
数
多
く
い
た
。
『
蓮
社
高
賢
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伝
』
に
は
、
結
社
の
要
人
十
八
人
の
名
と
と
も
に
、
二
十
三
人

(
5
)
 

を
擁
す
る
に
至
っ
た
旨
を
記
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
記
録
に
徴
す
れ

ば
、
当
時
、
鹿
山
は
新
し
い
宗
教
の
、
い
わ
ば
円
メ
ッ
カ
μ

で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
新
し
い
宗
教
|
|
』
文
化
を
求
め

(
6
)
 

て
多
く
の
知
識
人
が
集
ま
る
場
所
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
会
稽
と
盛
山
を
モ
デ
ル
に
、
東
苦
か
ら
宋
代
に
か
け
て
の

山
水
愛
好
の
風
尚
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
会
稽
と
鹿
山
で
は
、
多
少

(
7
)
 

そ
の
性
格
は
兵
な
る
が
、
と
も
か
く
貴
族
や
知
識
人
の
限
が
、
常
に

山
水
に
向
か
っ
て
注
が
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
に
し
得
た
で
あ
ろ

う
。
山
水
を
愛
し
、
景
勝
の
地
に
別
野
一
を
営
ん
で
風
流
事
に
あ
け
く

れ
る
門
閥
貴
族
。
同
様
の
理
由
で
、
次
々
と
都
市
を
離
脱
し
て
ゆ
く

隠
者
た
ち
。
こ
う
し
た
山
水
愛
好
の
風
尚
の
中
心
地
が
、
他
な
ら
ぬ

会
穏
と
臨
山
な
の
で
あ
っ
た
。
東
普
か
ら
宋
代
に
か
け
て
は
、
こ
う

し
た
山
水
愛
好
の
風
尚
の
渦
巻
く
時
代
で
あ
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
、

そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
陶
淵
明
の
生
き
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。

二
、
世
俗
の
否
定

i
l
「
園
田
」
の
境
位

ω

陶
淵
附
加
が
身
を
誼
い
た
「
民
田
」
は
、
確
か
に
都
市
と
は
慌
た
っ

た
空
間
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
示
す
作
と
し
て
、
次
の
詩
が
挙
げ

ら
れ
る
。辛

丑
蔵
七
月
赴
仮
還
江
陵
夜
行
塗
口

辛
丑
の
歳
七
月
、
赴
仮
し
て
江
段
に
還
ら
ん
と
し
、

夜
塗
口
を
行
く

間
居
三
十
載
閉
居
す
る
こ
と
三
十
載

塗
輿
墜
事
冥
遂
に
墜
事
と
冥
し

詩
書
敦
宿
好
詩
帯
一
一
回
宿
好
を
敦
く
し

林

園

無

世

情

林

間

世

清

無

し

如
何
合
此
去
如
何
ぞ
此
れ
を
舎
て
て
去
り

淫
迩
至
西
川
川
進
進
と
し
て
西
荊
に
至
る
や

叩

桟

新

秋

月

桟

を

叩

く

新

秋

の

月

臨
流
山
川
友
生
流
れ
に
臨
み
て
友
生
に
別
る

涼
風
起
賂
夕
涼
風
将
に
タ
ベ
な
ら
ん
と
す
る
に
起
こ
り

夜
景
湛
虚
明

紹
昭
天
宇
関

品
品
川
上
平

懐
役
不
透
媒

中
有
向
孤
征

詩
歌
非
五
口
事

依
依
在
絹
耕

投
冠
旋
蕎
擾

不
為
好
爵
紫

養
員
衡
茅
下

夜
景
虚
明
を
湛
ふ

昭
昭
と
し
て
天
宇
潟
く

向
出
品
と
し
て
川
上
平
ら
か
な
り

役
を
懐
へ
ば
媒
ぬ
る
に
逗
あ
ら
ず

中
宵
尚
ほ
孤
り
征
く

商
歌
は
吾
が
事
に
非
ず

依
依
た
る
は
縞
耕
に
在
り

冠
を
投
じ
て
出
窓
に
旋
り

好
爵
の
為
に
祭
が
れ
ざ
ら
ん

真
を
衡
茅
の
下
に
養
ひ
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渋
以
ふ
一
牛
肉
自
名
庶
は
く
は
善
を
以
て
自
ら
名
あ
ら
し
め
ん

隆
安
五
年
(
四

O
二
、
休
暇
を
終
え
て
江
陵
に
帰
任
す
る
途
次

に
詠
ま
れ
た
作
で
あ
る
。
冒
頭
四
匂
は
、
世
俗
か
ら
隔
絶
し
て
い
た

郷
里
で
の
生
活
を
回
想
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
第
四
句
に
い
う
「
林

菌
」
と
は
、
「
問
団
」
と
ほ
ぼ
同
義
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ

こ
は
、
「
世
情
の
無
」
い
空
間
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
第
十
五
句
以
下
の
後
半
部
に
は
、
「
冠
」
や
「
好
爵
」
に
象

徴
さ
れ
る
世
俗
を
否
定
し
て
、
「
出
盛
」
に
「
旋
」
る
べ
き
こ
と
を

述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
「
旧
櫨
」
、
即
ち
「
園
田
」
こ
そ
が
、
「
真
」

と
「
投
開
」
に
寅
か
れ
た
生
活
を
実
現
で
き
る
空
間
で
あ
っ
た
。

元
興
三
年
(
四

O
四
)
の
作
と
さ
れ
る
次
の
詩
で
も
、
「
園
田
」

は
そ
の
よ
う
な
空
間
と
し
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

始
作
銀
軍
参
軍
経
由
阿
作

始
め
て
鎮
軍
参
箪
と
作
り
、
曲
阿
を
経
し
と
き
に
作
る

弱
齢
寄
事
外
弱
齢
よ
り
事
外
に
寄
せ

懐
ひ
を
委
ぬ
る
は
琴
警
に
在
り

褐
を
被
て
欣
び
て
自
得
し

時
比
そ
空
し
き
も
常
に
長
如
た
り

時
来
た
り
て
荷
か
冥
会
し

轡
を
宛
げ
て
一
通
衝
に
恕
ふ

策
を
投
じ
て
農
装
を
命
じ

一
被
知
的
欣
自
得

援
空
常
長
如

時
来
十
勾
立
〈
禽

p
t己
沖
叩
マ
向
同
出
に
行
ご
L
U
V

JP制
約
z
走
支
報

投
策
命
円
以
装

暫
く
園
田
と
疎
な
り

砂
紗
と
し
て
孤
舟
逝
き

採
蘇
と
し
て
帰
国
山
粁
は
る

我
が
行
査
に
透
か
な
ら
ざ
ら
ん
や

登
降
す
る
こ
と
千
里
余

自
は
川
、
塗
の
異
な
れ
る
に
倦
み

心
は
山
沢
の
居
を
念
ふ

雲
を
望
み
て
は
高
鳥
に
恕
ぢ

水
に
臨
み
て
は
遊
魚
に
悦
づ

真
想
初
め
よ
り
襟
に
在
り

誰
か
謂
は
ん
形
迩
に
拘
せ
ら
る
と

聯
か
旦
ら
く
化
に
滋
り
て
遷
り

終
に
は
斑
生
の
麗
に
反
ら
ん

こ
こ
に
う
た
わ
れ
て
い
る
の
は
、
「
盟
問
」
と
「
疎
」
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
悲
し
み
で
あ
り
、
大
自
然
に
抱
か
れ
た
「
山
沢
居
」
を
恋

う
真
情
で
あ
る
。
こ
の
「
盟
国
」
「
山
沢
居
」
は
、
「
形
逃
に
拘
せ
ら
」

れ
て
い
る
現
在
の
役
人
生
活
と
は
、
対
立
す
る
価
値
観
を
持
っ
た
空

間
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
第
十
七
匂
に
「
真
相
ご
と
あ

る
よ
う
に
、
「
真
」
の
一
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も

裏
付
け
ら
れ
よ
う
。
何
者
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
本
然
の
自
由
な
精
神

「
十
共
」
を
実
現
す
る
場
所
が
、
こ
の
詩
に
い
う
「
園
田
」
で
あ
り
、

暫
輿
菌
思
疎

砂
砂
孤
舟
逝

鯨
鯨
鯖
思
粁

我
行
山
一
旦
不
迄

登
降
千
里
絵

自
倦
川
塗
異

心
念
山
洋
居

望
雲
恕
高
鳥

臨
水
悦
遊
魚

員
想
初
在
襟

誰
詩
形
誠
一
拘

柳
旦
態
化
選

彩
反
班
生
鹿
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「
山
沢
居
」
な
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
、
世
俗
と
隔
絶
し
た
空
間
と
し
て
の
「
鶴
田
」
の
例

は
、
他
の
詩
に
も
求
め
ら
れ
る
。

部
念
国
林
好
静
か
に
念
ふ
図
林
の
好
き
を

人

間

良

可

俳

人

間

良

に

砕

す

べ

し

(
民
子
歳
五
月
中
従
都
選
阻
風
於
規
林
二
首
・
其
二
)

図

同

日

夢

想

図

回

日

ミ

に

夢

想

し

安
得
久
縦
析
安
ん
ぞ
久
し
く
離
析
す
る
を
得
ん
や

(
乙
巳
歳
三
月
免
建
威
参
軍
使
都
経
銭
渓
)

以
上
に
掲
げ
た
誤
作
は
、
い
ず
れ
も
官
界
に
身
を
泣
い
て
い
た
時

の
も
の
で
あ
る
。
権
力
と
富
と
名
声
と
を
追
い
求
め
る
こ
と
に
血
道

を
あ
げ
る
政
治
の
世
界
。
そ
れ
は
、
都
市
を
中
心
に
繰
り
広
げ
ら
れ

た
。
そ
う
し
た
位
俗
の
位
界
を
き
っ
ぱ
り
と
否
定
し
て
、
淵
明
は

「
閤
田
」
に
お
け
る
「
真
」
の
境
地
を
希
求
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
陶
淵
明
の
「
園
田
」
の
境
位
を
最
も
よ
く
示
す
作
と
し

て
、
最
後
に
次
の
著
名
な
一
篇
を
掲
げ
て
お
こ
う
。

締
国
田
賠
五
首
国
出
の
居
に
同
市
る
五
首

北

ハ

一

其

の

一

少
保
…
…
過
俗
誠
心
/
く
し
て
浴
に
適
す
る
韻
無
く

性
木
愛
郎
山
性
本
郎
山
を
愛
す

引
税
落
鹿
網
中
誤
り
て
路
網
の
中
に
落
ち

二

十

年

一

三

十

年

総
鳥
轡
蓄
林
抑
制
鳥
田
林
を
恋
ひ

池

魚

思

故

淵

池

魚

故

淵

を

思

ふ

関

荒

南

野

際

荒

を

開

く

南

野

の

際

守
拙
蹄
園
田
拙
を
守
り
て
閤
田
に
帰
る

方

宅

十

絵

畝

方

宅

十

余

畝

草

屋

八

九

間

草

屋

八

九

間

検

柳

蔭

後

径

撒

柳

後

震

を

蔭

ひ

桃

李

羅

堂

前

桃

李

堂

前

に

羅

な

る

陵

陵

遠

人

村

陵

陵

た

り

遠

人

の

村

依

依

域

型

煙

依

依

た

り

嘘

里

の

煙

狗

吠

深

巷

中

狗

は

吠

ゆ

深

巷

の

中

難

鳴

桑

樹

綴

鶏

は

鳴

く

桑

樹

の

巌

戸

庭

無

麗

雑

戸

庭

塵

雑

無

く

虚

室

有

除

問

虚

室

余

間

有

り

久
在
林
大
築
裏
久
し
く
奨
籍
の
裏
に
在
り
し
も

復
得
、
返
自
然
復
た
自
然
に
返
る
を
得
た
り

第
三
句
の
「
塵
F

絹
」
や
第
十
九
匂
の
「
奨
寵
」
と
は
、
直
接
に
は

役
人
と
し
て
の
生
活
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
都
市
の
世
俗

性
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
俗
に
適
す
る
韻
」
の
無
い
陶
淵
明

が
「
拙
を
守
」
っ
て
帰
っ
た
「
園
田
」
は
、
こ
う
し
た
世
俗
的
な
都
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市
と
は
隔
絶
し
た
空
間
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
帰
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
本
来
的
な
、
自
由
な
自
己
を
回
復
し
得
た
の
で
あ
っ
た
。

一
ニ
、
山
水
と
の
距
離

i
i
「
額
田
」
の
境
位

ω.

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
認
識
に
は
、
「
盟
国
」
の
も
う
一
つ

の
側
面
が
見
洛
と
さ
れ
て
い
は
し
な
い
か
。
そ
れ
は
、
彼
の
「
園
田
!
一

が
、
当
時
の
貴
族
や
知
識
人
た
ち
の
好
ん
だ
「
山
水
」
と
も
距
離
を

保
っ
て
い
た
と
い
う
面
で
あ
る
。
先
に
掲
げ
た
「
婦
間
田
居
五
首
・

其
一
」
の
第
二
句
に
、
「
性
本
愛
郎
山
」
と
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
し

よ
う
。
こ
の
句
は
、
『
宋
書
』
「
隠
逸
伝
」
な
ど
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ

た
「
性
好
山
水
」
と
酷
似
し
た
表
現
で
あ
り
、
山
水
愛
好
の
風
尚
を

一
部
す
常
套
的
表
現
と
と
れ
な
く
も
な
い
。
そ
れ
故
、
そ
こ
か
ら
淵
拐

を
も
、
会
稽
や
躍
山
に
集
っ
た
貴
族
や
隠
者
た
ち
の
一
変
種
と
し
て

(
8〉

捉
え
る
見
方
も
生
ま
れ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
で
は

当
を
失
す
る
こ
と
に
な
り
は
し
ま
い
か
。
な
ぜ
な
ら
、
淵
拐
の
い
う

「
郎
山
」
と
は
、
具
体
的
に
は
詩
の
第
七
匂
以
下
に
展
開
さ
れ
る
「
園

田
」
の
風
景
を
指
し
た
も
の
に
他
な
ら
ず
、
会
譜
等
の
景
勝
地
を
い

う
「
山
水
」
と
は
、
根
本
的
に
そ
の
性
格
を
異
に
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
「
山
水
」
と
「
郎
山
」
の
違
い
は
、
小
さ
な
こ
と
の
よ
う

だ
が
、
ま
こ
と
に
大
き
な
意
味
合
一
持
っ
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
な
ぜ
な
ら
、
胸
淵
明
は
あ
く
ま
で
も
「
閤
田
」
を
自
己
の
立
脚

のえ sg点
栖慰弱春谷新茅 i時荒翠良未直胡山 詩次ら離と
栖情女穆風時茨時塗杖辰忍為事津和がにれをし
世良難解轄復己見無還入言親乃久劉、、る保
中勝手i三宮Jl凄懸就 j護婦西奇索奮欝見柴そそかと当
事無男 lijjJ薄舎治接人鹿穣居故跨招桑れのらう時

で、こでとの
あとあし貴
るをるて i突
。示。いや

すた知
詩 こ識
を と人
取をた
り、ち

上そが
げれ好

ょ 竺ら
う ?互に
o ~文一寸

「 し山
和て水
劉い」

柴るか
桑とら
」 考は

劉
柴
桑
に
和
す

山
沢
よ
り
久
し
く
招
か
る
る
も

胡
事
ぞ
乃
ち
跨
蕗
せ
る

直
だ
親
旧
の
為
の
故
に

未
だ
索
居
を
言
ふ
に
忍
び
ず

良
辰
奇
懐
に
入
り

杖
を
翠
へ
て
西
麗
に
還
る

荒
塗
帰
人
無
く

時
時
廃
嘘
を
見
る

茅
茨
は
己
に
治
に
就
き

新
時
も
復
た
応
に
禽
な
る
べ
し

谷
風
転
た
凄
薄

春
謬
飢
劫
を
解
く

弱
女
は
男
に
非
ず
と
雌
も

情
を
慰
む
る
に
は
良
に
無
き
に
勝
れ
り

栖
楢
た
り
世
中
の
事
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歳
月
共
相
疎

比
汁
松
山
内
れ
怜
J

ト
1

て
コ
ー

ポ
お
お
供
ポ
mv
セ
ザ
/
円
パ

過
此
実
一
所
須

去
去
百
年
外

身
名
問
ル
防
御
如

歳
月
共
に
相
疎
ん
ず

非

裁

民

D
有
亡
ホ
土
工

4
1
j
i
L
j
u
-
-
B
L‘
t
 

な
ん

此
れ
に
過
ぐ
る
は
笑
の
須
む
る
所
ぞ

去
り
去
り
て
百
年
の
外

身
名
同
じ
く
務
如
た
ら
ん

詩
題
に
い
う
「
劉
柴
桑
」
と
は
、
柴
桑
県
の
県
令
で
あ
っ
た
劉
程

之
(
三
五
回
0
・i

四一

O
O
-
-
劉
選
民
と
も
い
い
、
周
続
之
・
陶

淵
明
と
と
も
に
「
海
陽
の
三
隠
」
と
呼
ば
れ
た
人
物
で
、
白
蓮
社
の

重
要
な
社
員
で
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
詩
は
、
そ
の
劉
遺
民
と
唱
和
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
第
一
句
に
い
う
「
山
沢
よ
り
久
し
く
招
か
る
」

と
は
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
斯
波
六
郎
氏
は
、

「
山
浮
か
ら
招
か
れ
た
。
即
ち
劉
柴
桑
令
か
ら
山
洋
へ
来
い
と
招
か

れ
た
の
で
も
あ
ら
う
か
。
」
(
『
陶
淵
明
詩
却
滞
在
』
一
一
一
一
一
良
)
と
注

す
る
が
、
考
え
を
も
う
一
歩
推
し
進
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
。
そ

も
そ
も
、
劉
遺
氏
の
い
る
「
山
沢
」
と
は
ど
こ
な
の
か
。
そ
れ
は
、

盛
山
を
指
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
劉
遺
民
が
、
白
蓮
社
の

重
要
な
社
員
で
あ
り
、
「
迩
を
鹿
山
に
遁
」
し
た
人
物
で
あ
っ
た
こ

と
は
、
す
で
に
先
に
見
た
。
そ
し
て
、
陶
淵
明
が
和
し
た
劉
遺
民
の

詩
と
は
、

1
1
1
当
の
作
品
が
伝
わ
ら
な
い
今
日
、
あ
く
ま
で
も
推
測

の
域
を
出
な
い
け
れ
ど
も
、

i
i
a
陶
淵
明
を
白
蓮
社
に
入
社
さ
せ
る

べ
く
、
悠
窓
の
意
図
あ
っ
て
贈
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
淵

間
引
の
詩
の
第
四
匂
に
「
未
だ
索
居
を
言
ふ
に
忍
び
ず
」
と
あ
る
こ
と

も
、
そ
の
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
白
蓮
社
に
入
れ
ば
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
」
家
族
と
離
れ
て
、
一
人
鹿
山
に
箆
も
ら
ね
ば
な
ら
な
い

か
ら
で
あ
る
。
陶
淵
拐
の
こ
の
詩
は
、
こ
う
し
た
劉
遺
民
か
ら
の
誘

い
を
、
第
三
匂
以
下
に
そ
の
「
圏
田
」
で
の
生
活
を
述
べ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
い
わ
ば
謝
絶
し
た
格
好
に
な
っ
て
い
よ
う
。
第
五
句
の

〈

9
)

「
西
産
」
に
つ
い
て
は
諸
説
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
淵
明
の
住

む
鹿
を
指
す
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
い
。
そ
こ
に
は
「
新
時
」
が
あ

り
、
「
飢
似
を
解
」
く
「
春
闘
惨
」
や
「
情
を
慰
」
め
る
に
足
る
「
弱

女
」
が
待
っ
て
い
る
の
だ
。
「
親
但
」
の
い
る
、
こ
う
し
た
「
園
田
」

で
の
生
活
を
捨
て
て
ま
で
「
索
居
」
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
な
ぜ

な
ら
、
盛
山
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
、
「
百
年
」
の
後
に
は
「
身
名
」

と
も
に
「
騒
如
1

一
た
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
か
ら
だ
。
陶
淵
明
は
、

こ
う
い
っ
て
「
山
沢
」
、
即
ち
鹿
山
か
ら
の
招
き
を
、
謝
絶
し
た
の

で
は
な
か
っ
た
か
。
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と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
べ
き
は
、
こ
の
詩
に
お
け
る

「
山
沢
」
が
、
自
分
が
身
を
置
く
べ
き
空
間
で
は
な
い
と
し
て
、
否

定
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
淵
拐
の
詩
に
お
け
る
「
山

(
凶
)

沢
」
の
使
用
例
は
、
全
部
で
四
例
を
数
え
る
が
、
先
に
掲
げ
た
「
始

作
銭
軍
参
軍
経
由
阿
作
」
の
詩
で
は
、
そ
こ
は
世
俗
と
決
別
し
て
帰

る
べ
き
空
間
と
し
て
、
肯
定
的
に
提
示
さ
れ
て
い
た
。
次
の
例
も
、



そ
れ
と
同
様
の
位
置
付
け
の
も
と
に
、
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
よ
う
。

久
去
山
津
遊
久
し
く
山
沢
の
遊
び
を
去
っ
し
も

浪

奔

林

野

娯

浪

奔

た

り

林

野

の

娯

し

み

(
'
蹄
園
田
居
五
首
・
其
四
〉

そ
も
そ
も
「
山
沢
」
と
は
、
知
識
人
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
空
間

で
あ
っ
た
の
か
。
「
始
作
鍍
軍
参
軍
経
由
阿
作
」
(
『
文
選
』
巷
二
十

六
「
行
旅
上
」
所
収
)
の
李
善
注
に
引
く
仲
長
統
(
一
七
九

i
二一

九
)
の
『
日
間
ヰ
一
一
口
』
に
「
古
之
隠
士
、
或
夫
負
妻
戴
、
以
入
山
淳
。
」

と
あ
り
、
ま
た
、
『
後
漢
書
』
巻
五
十
一
「
李
拘
伝
」
に
「
後
坐
事

免
、
止
ル
/
婦
郷
里
、
潜
居
山
淳
、
結
草
魚
躍
。
」
と
あ
る
の
な
ど
を
勘

案
す
れ
ば
、
「
山
沢
」
は
官
界
か
ら
身
を
遠
ざ
け
る
空
間
と
し
て
認

識
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
哲
康
(
二
二
一
二

l
二
六
二
)
の
「
輿
山
区

源
絶
交
番
」
(
『
文
選
』
巻
四
十
三
所
収
〉
に
「
遊
山
淳
、
観
魚
鳥
心
、

甚
柴
之
。
一
行
作
吏
、
此
事
使
援
。
」
と
あ
る
こ
と
も
、
そ
の
-
証
左

と
な
ろ
う
。

し
か
し
、
世
俗
に
あ
っ
た
時
に
は
、
官
界
か
ら
身
を
遠
ざ
け
る
場

と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
「
山
沢
」
も
、
「
園
田
」
に
身
を
置
い
た

淵
明
に
と
っ
て
は
、
も
は
や
自
己
の
帰
る
べ
き
空
間
と
は
意
識
さ
れ

な
く
な
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
「
山
沢
」
は
「
閤
田
」
と
は
同
じ
次

元
で
は
捉
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
は
、
あ
く
ま
で
も
劉
遺

民
の
よ
う
な
隠
士
の
「
索
居
」
す
る
空
間
で
あ
っ
て
、
日
常
生
活
の

中
に
、
人
間
の
あ
る
べ
き
姿
を
見
ょ
う
と
す
る
潟
明
の
依
拠
す
べ
き

空
間
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

同
じ
く
、
隠
士
劉
遺
民
を
相
手
と
す
る
贈
答
詩
に
、
次
の
一
言
が

あ
γ

る。
樹

劉

柴

桑

裂

柴

桑

に

酬

ゆ

窮

居

寡

人

用

窮

居

人

用

寡

く

時
忘
回
運
局
時
に
回
連
の
周
る
を
忘
る

例
制
庭
多
落
葉
樹
庭
落
葉
多
く

依
然
知
己
秋
慨
然
と
し
て
己
に
秋
な
る
を
知
る

新
葵
欝
北
限
刷
新
葵
は
北
腐
に
惨
た
り

嘉
穫
養
南
時
嘉
稔
を
ば
南
障
に
養
ふ

今
我
不
篤
柴
今
我
楽
し
み
を
為
さ
ず
ん
ば

知
有
来
歳
不
来
歳
有
り
や
不
ゃ
を
知
ら
ん
や

命
室
機
一
室
弱
室
に
命
じ
て
童
弱
を
議
ヘ

良

日

渡

遠

遊

良

呂

遠

遊

に

発

せ

ん

こ
の
詩
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
も
、
「
盟
国
」
の
「
窮
居
」
で
の

生
活
で
あ
り
、
「
章
弱
を
掘
」
え
て
「
遠
遊
」
す
る
「
楽
し
み
」
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
さ
り
げ
な
い
日
常
の
楽
し
み
を
、
淵
問
問
は
数
多

く
の
詩
に
詠
み
込
ん
で
い
る
。

漉
我
新
熟
沼
我
が
新
熟
の
酒
を
漉
し
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隻
難
招
近
局
隻
鶏
も
て
近
局
を
招
く

日
入
室
中
間
日
入
り
て
室
中
間
く

剤
薪
代
明
燭
刑
薪
も
て
明
燭
に
代
ふ

故
来
苦
タ
短
歓
び
来
た
り
て
夕
、
べ
の
短
き
に
苦
し
み

己
復
至
天
地
己
に
復
た
天
旭
に
至
る

(
'
蹄
閤
田
居
五
首
・
其
五
)

春
杭
作
美
酒
秘
を
春
き
て
美
泊
を
作
り

沼
熟
五
口
自
制
断
酒
熟
し
て
五
口
自
ら
部
む

弱

子

戯

我

側

弱

子

我

が

側

に

戯

れ

印
刷
す
語
未
成
一
四
日
誌
を
学
び
て
未
だ
音
を
成
さ
ず

此

事

長

復

柴

此

の

事

真

に

復

た

楽

し

柳
用
忘
華
経
聯
か
用
て
華
替
を
忘
る

(
和
郭
主
簿
二
首
・
其
一
)

こ
う
し
た
楽
し
み
は
、
躍
山
で
の
戒
律
に
縛
ら
れ
た
世
界
で
は
、
決

し
て
得
る
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は

「
園
田
」
と
い
う
場
で
の
み
、
初
め
て
手
に
入
れ
得
る
も
の
だ
っ
た

の
で
あ
る
。
間
明
は
、
あ
く
ま
で
「
盟
国
」
と
い
う
日
常
に
依
拠
し

て
、
人
間
の
あ
る
べ
き
姿
を
見
ょ
う
と
す
る
。
さ
き
に
見
た
、
劉
柴

桑
と
の
二
首
の
贈
答
詩
に
は
、
そ
う
し
た
淵
拐
の
姿
勢
が
、
強
く
打

ち
出
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
楽
し
み
が
あ
る
一
方
で
、
そ
こ
に
は
労
苦
と

貧
国
の
日
常
も
存
在
し
て
い
た
。

出
家
量
不
苦
出
家
宣
に
苦
し
か
ら
ざ
ら
ん
や

弗
獲
僻
此
難
此
の
難
を
辞
す
る
を
獲
ず

四

鰻

誠

乃

波

四

体

誠

に

乃

ち

波

る

民
無
具
患
干
庶
は
く
は
異
患
の
干
す
無
か
ら
ん
こ
と
を

(
民
氏
歳
九
月
中
於
西
田
穫
早
稲
)

炎

火

屡

焚

如

炎

火

震

と

焚

如

た

り

摂

蛾

怒

中

田

螺

蚊

中

田

に

怒

に

す

風

雨

縦

横

至

風

雨

縦

横

に

至

り

枚

数

不

ゑ

盛

収

数

躍

に

盈

た

ず

つ
ね

夏
呂
長
抱
飢
夏
日
に
は
長
に
飢
ゑ
を
抱
き

寒
夜
無
被
阪
寒
夜
に
は
被
無
く
し
て
限
る

造
タ
思
難
鳴
夕
べ
に
造
れ
ば
鶏
鳴
を
思
ひ

及
長
願
烏
選
島
氏
に
及
べ
ば
烏
の
遷
ら
ん
こ
と
を
願
ふ

(
怨
詩
楚
調
示
鹿
主
簿
部
治
中
)
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こ
う
し
た
厳
し
い
現
実
に
誼
面
し
な
が
ら
も
、
淵
間
的
は
そ
れ
を

「
己
に
在
り
、
何
ぞ
天
を
怨
み
ん
」
(
怨
詩
楚
調
示
瀧
主
簿
部
治
中
)

と
、
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
受
け
止
め
る
。
の
っ
び
き
な
ら
な
い

現
実
を
前
に
、
彼
は
一
人
で
そ
れ
と
対
特
し
よ
う
と
す
る
。
「
盟
問
」

は
、
彼
に
と
っ
て
、
苛
烈
な
現
実
と
斬
り
結
ぶ
場
で
も
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
葛
藤
の
中
か
ら
、
彼
は
人
間
の



生
の
姿
を
、
観
念
で
は
な
く
生
身
の
感
触
に
よ
っ
て
、
じ
か
に
捉
え

て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
淵
明
は
薗
田
空
間
で
展
開
さ
れ
る

純
朴
な
人
々
の
姿
や
悦
憾
た
る
酔
境
に
、
あ
る
い
は
子
供
た
ち
の
嬉

戯
す
る
姿
の
中
に
、
人
?
間
の
本
来
的
な
生
の
姿
を
見
出
だ
そ
う
と
す

る
。
「
園
田
」
で
の
日
常
生
活
に
お
け
る
具
体
的
な
行
為
を
う
た
う

こ
と
は
、
彼
に
と
っ
て
人
間
の
あ
る
べ
き
姿
を
捉
え
よ
う
と
す
る
営

み
だ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

む
す
び

文
学
活
動
、
あ
る
い
は
文
化
活
動
の
中
心
が
、
都
市
と
と
も
に
山

水
に
あ
っ
た
こ
の
時
代
あ
っ
て
、
陶
淵
明
が
「
園
田
」
に
居
を
構
え

た
事
実
、
そ
し
て
、
そ
こ
を
立
脚
点
と
し
て
文
学
活
動
を
行
っ
た
と

い
う
事
実
は
、
十
分
に
考
慮
さ
れ
て
よ
い
と
思
う
。
や
や
図
式
的
な

把
短
を
す
れ
ば
、
「
函
田
」
は
、
都
市
と
山
水
の
中
間
に
位
置
し
て
、

そ
の
ど
ち
ら
に
も
属
さ
な
い
場
所
で
あ
る
。
そ
し
て
、
陶
淵
明
が
そ

こ
に
立
脚
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
単
な
る
物
理
的
な
位
置
だ
け
で
は

な
く
、
彼
の
精
神
的
な
位
置
1

1

境
位
を
も
示
す
も
の
で
は
な
か
っ

た
か
。
都
市
か
ら
隔
た
る
と
と
も
に
、
山
水
か
ら
も
距
離
を
保
っ
て

い
る
「
扇
町
」
。
当
時
の
文
学
活
動
の
主
要
な
場
で
あ
っ
た
都
市
と

山
水
の
そ
の
ど
ち
ら
に
も
属
さ
な
い
地
点
か
ら
、
陶
淵
明
は
文
学
活

動
を
行
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
、
『
文
選
』
所
収
の
彼

の
詩
の
内
訳
が
、
謝
霊
運
(
三
八
五
!
四
一
三
二
)
な
ど
の
そ
れ
と
大

(口〉

き
く
傾
向
を
異
に
す
る
こ
と
と
、
恐
ら
く
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。

例
え
ば
、
謝
霊
運
の
詩
の
ほ
ぼ
半
数
を
占
め
る
遊
覧
・
行
旅
の
詩
の

白
眉
は
、
あ
く
ま
で
も
山
水
の
景
を
叙
す
る
部
分
に
あ
る
の
で
あ
っ

て
、
そ
れ
は
山
水
愛
好
の
風
尚
の
産
物
に
他
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
、

(
は
)

そ
れ
故
に
こ
そ
、
彼
の
作
品
は
、
当
時
に
あ
っ
て
圧
倒
的
多
数
の
支

持
を
集
め
得
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

そ
も
そ
も
、
「
園
田
」
と
は
、
本
来
的
に
生
活
の
場
で
あ
る
。
そ

れ
に
対
し
、
「
山
水
」
は
、
貴
族
や
問
問
者
が
い
く
ら
そ
こ
に
居
を
設

け
よ
う
と
も
、
結
局
は
彼
ら
に
と
っ
て
、
遊
覧
の
対
象
で
し
か
な
か

っ
た
。
ま
た
、
慧
遠
た
ち
の
集
団
に
と
っ
て
は
、
浄
土
を
求
め
る
修

行
の
場
で
あ
り
、
魂
の
救
済
の
場
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
や
は
り
生

活
と
は
か
け
は
な
れ
た
、
非
日
常
的
な
空
間
で
あ
っ
た
。
陶
淵
現
が

依
拠
し
た
「
園
田
」
は
、
こ
の
点
で
「
山
水
」
と
は
次
一
克
を
異
に
し

た
空
間
で
あ
っ
た
の
だ
。
淘
淵
明
は
、
そ
の
詩
の
中
に
、
「
園
田
」

で
の
生
活
を
執
劫
な
ま
で
に
う
た
い
続
け
た
。
「
園
田
」
の
境
位
か

ら
、
彼
は
当
時
の
貴
族
や
知
識
人
が
捨
て
て
顧
み
な
か
っ
た
そ
こ
で

の
生
の
意
味
を
、
間
い
続
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
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注
(

1

)

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
大
室
幹
雄
氏
の
『
菌
林
都
市
』
(
昭
和

六

0
・
入
、
三
省
堂
書
活
刊
)
に
詳
細
な
研
究
が
あ
り
、
本
稿
も
そ
れ
か



ら
多
大
な
恩
恵
を
受
け
た
。

(

2

)

「
還
歪
刑
州
、
人
間
以
愈
稽
山
川
之
朕
。
出
之
一
去
、
千
巌
競
秀
、
高

統
一
一
宇
流
。
草
木
蒙
簿
、
若
一
裳
輿
箆
蔚
。
」
〈
『
五
日
書
』
径
九
十
二
、
文
苑
侍

・
願
出
之
)
「
好
山
水
、
愛
遠
遊
、
百
捗
刑
革
、
南
笠
衡
岳
、
図
市
結
宇

衡
山
。
」
(
『
宋
書
』
径
九
十
三
、
隠
逸
停
・
宗
柄
)

(
3
)

「
山
水
記
」
ま
た
は
「
山
水
遊
記
」
に
勺
い
て
は
、
小
尾
郊
一
氏
の

円
中
国
文
学
に
現
わ
れ
た
自
然
と
自
然
観
』
(
昭
和
三
七
・
一
一
、
岩
波
書

活
刊
)
に
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
謝
霊
速
の
「
居
名
山

志
」
「
遊
名
山
志
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
賀
循
の
「
石
箕
山
記
」
、
経
合
の

「
湘
中
山
水
記
」
、
実
山
松
の
「
宜
都
山
川
一
記
」
、
安
宏
の
「
一
線
浮
山
一
記
」
、

慈
速
の
「
盛
山
略
記
」
等
、
数
多
く
の
作
品
の
存
在
が
知
ら
れ
る
。

(
4
〉
『
紙
日
書
』
巻
七
十
九
「
刑
制
安
伝
」
に
、
「
安
雌
放
情
丘
翠
、
然
毎
波

賞
、
必
以
妓
女
従
。
:
:
:
中
丞
高
松
戯
之
日
、
卿
累
遼
靭
旨
、
高
臥
東

山
、
諸
人
毎
相
興
一
一
一
一
向
、
安
石
不
肯
出
、
将
如
蒼
生
何
、
蒼
生
ふ
f

亦
将
如
卿

何
。
安
甚
有
悦
色
。
」
と
あ
る
。

ハ
5
〉
「
既
布
謹
伴
怠
心
之
土
・
絶
鹿
清
信
之
{
賀
、
不
期
市
至
者
、
慧
永
・

慧
持
・
道
生
・
曇
順
・
借
叡
・
曇
恒
・
道
車
内
・
義
一
説
・
道
敬
・
併
駄
邪
合

・
併
駄
政
陀
経
・
名
儒
劉
程
之
・
張
野
・
周
趨
之
・
張
詮
・
宗
柄
・
雷
次

宗
等
、
結
社
念
供
、
世
故
十
八
賢
。
復
率
衆
至
百
二
十
三
人
、
同
修
涛
土

之
行
、
造
問
方
三
聖
像
、
建
爾
立
誓
0
1

一
(
『
蓮
社
高
賢
博
』
慧
遠
法
師
)

7
乙
中
の
す
(
V
O

ハ
6
)

白
蓮
社
に
集
っ
た
知
識
人
と
し
て
は
、
佐
に
謝
霊
運
が
あ
る
。
ま

た
、
陶
淵
明
そ
の
人
も
、
ど
う
や
ら
関
係
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
『
蓮
社
高

賢
伝
』
「
不
入
社
諸
賢
伝
」
に
は
、
「
時
速
法
師
輿
諸
賢
結
蓬
一
位
、
以
書
招

淵
明
、
淵
明
日
、
若
許
飲
叫
/
往
。
許
之
、
途
造
詩
、
忽
按
鹿
市
去
。
」
と

引の
7
Q
O

〈
7
)

し
か
し
、
鹿
山
の
場
合
も
、
慧
遠
そ
の
人
は
反
都
市
の
情
念
が
濃
厚

だ
っ
た
に
せ
よ
、
時
代
に
山
水
愛
好
の
気
風
が
浸
透
し
て
い
た
か
ら
こ

そ
、
多
く
の
有
名
人
士
を
集
め
得
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
謝
霊
運
や
宗
灼

等
の
白
蓮
社
へ
の
接
近
は
、
つ
ま
り
は
「
山
水
愛
好
」
の
延
長
線
上
に
過

ぎ
ず
、
ま
た
、
劉
遺
民
の
場
合
も
、
「
値
蹴
山
霊
遼
、
足
以
往
而
不
反
。
」

(
円
康
弘
明
集
』
巻
二
十
七
「
興
穏
土
劉
遺
民
等
書
」
前
序
)
と
い
う
の
が
、

鹿
山
入
山
の
契
機
の
一
つ
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
で
、
根
本
的
に

は
醸
山
も
会
稽
の
場
合
と
、
そ
れ
ほ
ど
相
違
が
な
い
と
も
い
え
る
。

〈
8
)

〈
1
〉
前
掲
世
帯
・
第
十
二
章
参
照
。

(
9
〉
淘
樹
は
、
何
孟
春
の
「
西
艦
、
指
上
京
之
蓄
居
。
」
と
い
う
注
を
引
く

が
、
了
揺
保
は
そ
れ
を
非
と
し
、
「
此
乃
指
自
上
京
移
居
之
南
村
市
言
。
」

と
注
す
る
。

(
日
)
消
防
以
前
の
詩
人
で
は
、
陸
機
(
二
六
一

l
三
O
三
〉
に
二
例
認
め

ら
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
、
淵
明
の
よ
う
に
、
身
を
置
く
べ
き
空
間
か
否
か

の
意
味
付
け
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
淵
明
に
は
、
「
山
沢
」
の
他

に
、
「
山
川
一
「
山
河
?
一
な
ど
の
用
例
も
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ

も
「
山
沢
」
の
よ
う
に
、
特
殊
な
意
味
を
持
っ
た
空
間
と
し
て
は
位
置
付

け
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

(
日
)
『
文
選
』
に
お
け
る
、
淵
明
お
よ
び
同
時
代
の
詩
人
の
収
載
詩
の
内

訳
は
、
次
の
表
の
通
り
で
あ
る
(
但
し
、
四
者
と
も
に
作
品
の
な
い
部
立

は
除
い
た
)
。
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(
ロ
)
『
宋
醤
』
巻
六
十
七
「
謝
霊
運
伝
」
に
は
、
「
毎
有
一
詩
至
都
色
、

貴
賎
莫
不
競
潟
、
宿
背
之
問
、
土
保
皆
錦
、
遠
近
欽
慕
、
名
動
京
師
。
」

と
あ
る
。

〈
筑
波
大
学
大
学
院
)
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